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安全に使用するための注意事項

■本書に対する注意

　　　　　　（1）本書は，最終ユーザーまでお届けいただきますようお願いいたします。また，

　　　　　　　　本書は大切に保管していただきますようお願いいたします。

　　　　　　（2）本製品の操作は，本書をよく読んで理解したのちに行ってください。

　　　　　　（3）本書は，本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり，お客様の特定目的

　　　　　　　　に適合することを保証するものではありません。

　　　　　　（4）本書の内容の一部または全部を無断で転載，複製することは固くお断りいたし

　　　　　　　　ます。

　　　　　　（5）本書の内容については，将来予告なしに変更することがあります。

　　　　　　（6）本書の内容については万全を期して作成しておりますが，もしご不審な点や誤
　　　　　　　　り，記載もれなどお気付きのことがありましたら，お買い求めの販売店または

　　　　　　　　当社営業までご連絡ください。

■本製品の保護・安全および改造に関する注意

　　　　　H（1）本製品および本製品で制御するシステムの保護・安全のため，本書の安全に関

　　　　　　　　する指示事項にしたがって本製品をご使用ください。なお，これらの指示事項

　　　　　　　　に反する扱いをされた場合，当社は安全性を保証いたしません。

　　　　　　（2）本製品の部品や消耗品を交換する場合は，必ず当社の指定品を使用してくださ

　　　　　　　　い。

　　　　　　（3）本製品を改造することは固くお断りいたします。

　　　　　　（4）本製品の逆コンパイル，逆アセンブルなど（リバースエンジニアリング）を行う

　　　　　　　　ことは，固くお断りします。

　　　　　　（5）本製品は，当社の事前の承認なしにその全部または一部を譲渡，交換，転貸な

　　　　　　　　どによって第三者に使用させることは，固くお断りいたします。

■本嚢品の免責について

　　　　　　（1）当社は，保証条項に定める場合を除き本製品に関していかなる保証も行いませ

　　　　　　　　ん。

　　　　　　（2）本製品の使用によりお心様または第三者が損害を被った場合，あるいは当社の

　　　　　　　　予測できない本製品の欠陥などのため，お客様または第三者が被った損害およ

　　　　　　　　びいかなる間接的損害に対しても当社は責任を負いかねますのでご了承くださ

　　　　　　　　い。
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MODELPTED 1．取扱いを始める前に 1－1

1．取扱いを始める前に

　本器は工場において充分な検査をされて出荷されて

おります。本器がお手元へ届きましたら，外観チェッ

クを行い，損傷の無いことをご確認ください。また標

準付属品として予備ヒューズが添付されているので，

ご確認ください。

　本項では取扱いに当って必要な注意事項を記載して

ありますので，取扱いに先だち本項をよく読んでくだ

さい。本項記載以外の事項については関係する項目を

ご参照ください。

1．1　形名と仕様の確認

計器前面に貼付されたネーム・プレートに形名およ

び仕様コードが記載されています。巻末の一般仕様書

（General　Specifications）の形名および仕様コードと

この形名コード，仕様コードを照合させて，製品がご

注文の仕様どおりであることをご確認ください。

　お問い合せ事項が生じましたら，お買い求め先また

は当社営業所へご連絡ください。

1．2　運搬についての注意

　運搬中の事故による損傷を防ぐため以下の事項を守

ってください。

｛1｝外装等に指定された方向に荷積してください。

②輸送中の振動・衝撃ができるだけ少なくなるよう

　荷積方法に配慮し，衝撃時の荷重で包装を破損しな

　いようにしてください。

（3｝当社が行なった包装を開梱した後，再び包装して

　輸送する場合は，当社が行なった包装状態と同等の

　包装を行なってください。

（4〕風雨・直射日光の当たるのを防止するため，荷積

　後シート等でカバーしてください。

㈲　なるべく当社から出荷したときの包装状態で，設

　置場所まで運んでください。

TC　CONVER’TER
●・　　PTED

一210一

80－138VAC　47－63Hz
^20－130VDC

YOKOGAWA◆Made　i・K。・ea

諏
酋
。

口

図1．1　ネーム・プレート（熱電対入力の例）

IM2NIB2－01



1－2 MODEL　PTED

1．3　保管についての注意

　本器が，お手もとへ届いてから設置までの期間が長

い場合，思いがけぬことから，絶縁劣化や腐食等が生

じることが考えられます。あらかじめ，長期間の保管

が予想される場合は，以下の項目にご注意ください。

（1）屋内保管とし，直射日光の当らない，腐食性ガス

　のない，できるだけ振動・衝撃のない場所に保管し

　てください。

②　当社が行なった包装状態にて保管される場合は，

　外装等に指定された方向に置いて保管してください。

（3｝当社が行なった包装を開梱した後，再び包装して

　保管する場合は，当社が行なった包装状態と同等の

』包装を行なってください。

㈲　開梱して長期間保管する場合は，使用時と同一の

　姿勢で置き，製品に塵埃などがかからないようにビ

　ニ』ノレ等にてカバーし，通風の良い場所に保管して

　ください。

1．4　設置についての注意

　本塩を，長期間安定に使用するため，および，保守

を容易に行なうため，下記の事項を考慮して設置場所

を決めてください。

ω　本器は，屋内ラック取付け用として設計されてお

　りますので，屋外，水滴の落ちる場所，腐食性雰囲

　気のある場所への設置は避けてください。

勿
●
●
●
●
●
O
Q

その他

機械的振動衝撃の少ない場所

温度変化のなるべく少ない場所。

湿度の低い場所。

高い輻射熱を直接受けない場所。

日常点検等のできるスペースのある場所。

配線や配管作業をしゃすい場所。

設置場所に，保守点検用照明，測定器用電源コン

セント，中央制御室との連絡用有線電話ジャックな

どの設備を設置しておくと便利です。

望．5　トランシーバ使用についての注意

　本器は，高周波／イズに対し充分な考慮と対策をし

ておりますが，トランシーバを本器および，その配線

近くで使用する場合は，高周波ノイズによる影響が考

えられます。このため，トランシーバの使用にあたっ

ては，トランシーバを本器より数メートルの距離より

除々に近づけながら，本器使用のループへのトランシ

ーバの影響を調査し，問題の発生しない距離でトラン

シーバを使用してください。

1M2MB2－01 Nov．1983



MODELPTED 2．概 要 2－1

2．概 要

　PTED変換器は，　mV　DC入力，熱電対入力，測温

抵抗体入力あるいは，　1～5VDC入力を，20～100

kPaの空気圧出力信号に変換します。温度測定の場

合は，リニアライザを内蔵しています。バーンアウ

ト機能は，1～5VDC入力を除く機種に標準装備

しています。

1

「、
⑲

U
⑲

O

口

，

i

図2．1　外　　観

July　1981 1M2NIB2－01



2－2

2．1　標準仕様

入力仕様

mV　DC 熱電対入力 測温抵抗体 1～5VDC
入力 JIS，　IEC， 入力 入力

ANSI，BS 3線式
入力信号形

：規格 Pt100Ωat
態および規

Type　K，　T， 0℃（JIS）

格
J，E，　B，　R 規定電流：

S 2mA．

（注1）

最小スパン 3mV 3mV 10℃
一

最大スパ「ン 100mV 62mV． 500℃
一

測定スパン 測定スパン

の3倍以内 の3倍以内 スパンの
エレベー

または土50 または±25 5倍以内
一ション

㎞Vのいずれ 由Vのいずれ

か小さい値 か小さい値

測定範囲
一50～

{150mV
標準レンジ
@　　（注2）
¥参照

一200～

@500℃
1～5V

入力抵抗 1MΩ 1MΩ 一 1MΩ
入力スパン

入力外部
500Ω以下

　　　（注3）

T00Ω以下
（℃）×0．4Ω

抵抗 最大10Ωノ

1線（注3）

注1．BA豆D安全保持器と組合せる場合，最小ズパンは30℃

　　　です。

注2．Type　Bの測定範囲は600～1700℃です。

注3．BARD安全保持器と組合せる場合，　BARDの内部抵

　　　抗の外に外部抵抗として接続できる抵抗値です。

出力仕様

出力信号：空気圧20ん100kpa

校正：熱電対・測温抵抗体入力の場合は，リニ．

　　　　　　　アライザ付

バーンアウト；機能：スイッチにより，アップ。ダウン

　　　　　　　　　　．・無を選択

（バーンアウト機能は，1～5VDC入力には適応できません）

取付・形状

取付方式：屋内設置のラックに取付

接続方式：

　　供給圧・出力接続口：PT1／8（Rc1／8）めねじ

　　入力信号接続：M4ねじ端子接続

IM2NIB2・01

MODELPTED

　　電源・接地接続；100V仕様；接地形2極差込プラ

　　　　　　　グ接続（』SC　830315A，125Vプラグ）

　　　　　　　220V仕様；CEE？V旺プラグ接続

　　　　　　ケーブル長300㎜

質　　　量：2．5㎏

消費電力

直流電源の場合：24VDC　86mA

交流電源の場合：100VAC　6．6　VA

　　　　　　　　　220VAC9．5VA

空気消費量：10NZ／min以下

正常動作条件

周囲温度：0～50℃

周囲湿度：5～90％RH（結露しないこと）

電源電圧：直流交流両甫

　　直流駆動：100V仕様三20～130V

　　　　　　　　220V仕様；120～340V

　　　　　　　　　極性なし．

　　交流駆動dOOV仕様；80～138V

　　　　　　　　　220V仕様；138～264V

　　　　　　　　47～63Hz

供袷空気圧＝140±10kPa

許容傾斜角度：前後・左右とも15。以内

a2　形名および仕様：コードー覧

形名
基本イ1：様 補　助 スタ

記 事
コ　一　ド コード イル

PτED 層　．　■　凸　9　曾　●．　，　■　▼　r　， 唖　■　，　・　曾　幽　凸　・　・　． 顧　　，　，　，　響　9　■ mV・撮度ノ空気圧変換器

一1……・ ，■，・．，，．．， ■　．　，　・　■　．　■　辱 mVDC入力
入力

一2…… ■●暫－「■9・，■ ．．．・．．■9 熟電対入力

信号
一3・、…… ■曾■■・r「■ 測温抵抗体入力

二5一… ，，，．9．■， ■，■，o■．r 1～5VDC’入力

入力数 ヨ　・… ，　▽　e　’　e　「7・　「　， ‘・■，F．「． 1入力（絶対値測定）

r■■●辱，．．，■ 常に00　・ 甲■9・，曜

一MV
十・…一11

一TK・・ ■顧，． Type　K （！HJISCA）

一丁丁・・ ■　o　o　■　畠　■　暫　7 Type　T （IFI　JIS　CC）

補助コー ド
一TJ・・

齟嘯d・・

．　．　・　■　●　響　．　「

Co●，響．，．

Type　J’

sype　E

（旧JiS　IC）

i旧JIS　CRC）

一TB・・ ．　■　「　r　■　．　．　「 Type　B

一τR一 ■　，　o　■　「　陰■　噛 Type　R

一TS・・ 層　，　孕　，　・　，　‘　■ Type　S．

■■●「，．「¶

一PA・・　　　JIS　pUOOΩ　　　　　1

一SV・ 層・．．■■， ［1－5VDC

スタイルコード ＊A スタイルA

付加仕様コード

（指定が必須）
ノCAL．P 助信号20－100kPa

付加仕様コード ／A2ER 220V電源

2．3．付　属　品

ヒューズ包1A，1個

注；本ヒューズ（S9510VK）は製品専用のヒューズです。

　　他の製品への転用はしないでください。

March　1984



MODELPTED 3．設　　　置 3－1

3．　設 置

31　ラック取付計器の構成

　本四は，内器とラック・ケースが分離可能な2体構

造となっています。内器とラック・ケースは，配線・

配管ともにコネクタにて接続され，計器の外部配線・

配管をした状態で内器の着脱ができます。

　端子板カバーは，内器の引出し用取手として使用で

きます。

　計器を取付けるアングル鋼材には，ある程度の強度

が必要です。下図の例では，一般的に使用されている

幅40m×40m，厚さ5皿のアングルを使用しています。

　なお，配線用電源の煩雑さ防止と安全のために，合

成樹脂製の配線ダクトを通して接続します。

　本器の電源および，接地の接続は，プラグ接続方式

になっています。（プラグは，接地形2極差込プラグ，

JISC8303，15A125V使用）したがって，このプ

ラグに適合するコンセントを設置してください。

a2　ラックの構造

　本器を複数台使用し，密着取付けする場合のラック

構造を図3．1に示します。本器の外形寸法は巻末の一

般仕様書（GS　2NlB2）の外形寸法図を参照してく

ださい。

単位：mm

取付ねじ穴

50 50 50 50
M5×0．8　　　　　唄
@　　　　　　　　遜　　　　　　　　　ゆ

25
cq

　 一「

@1 O　　　　O　　　　O
一一u一
h
I
i
l
　
i
　
l
　
■
　
l
　
I
　
墓
　
8
　
9
　
1

一「一

P
I
I
l
I
3
1
且
I
I
l
l
よ

一T－

P
畳
1
1
1
題
I
l
I
l
塵

旦

19｝　　アングル　　　　。
G
　
　
（
4
0
・
4
0
・
5
）
　
　
三
巳
1
■

o
雲

o
e
q
㎝

。。。ﾛ2．」。。o。

唄
蚕
篭

ラック支柱　　配線ダクト

図3．1　ラックの構造
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3－2 MODELPTED

●ダクト別置式

ミ．

　　　　　o§q

　　　　　　　　§。

多連コンセント

●ダクト直結式

　　o
　　　　◎　、

　　　　　、o　　　　　　　壽。

多慾コンセント　　G

1

図3．2　コンセント・ユニットの取付例

33取付け
　ラック・ケースの申に，内器が入った状態でも取付け

配線・配管はできますが，あらかじめ内器を取り出し

ておいた方が作業が容易です。

U｝空気配管接続口が上側になるようにケースをラッ

　クに差し込みます。ケースの上下2個の取付け穴を

　ラックの取付ねじ穴に合わせ，取付ねじ（M5xO．8）

　でケースを固定します。

図3．3　ラック・ケースの取付け

②　電線は，下側配線ダクトの中を通して引出します。

　端子への配線は，3．3項配線を参照してください。

餐

、

島

　到9

グ
・

、

　　も

娩　◎
　　　　　　◎

繊

、

図3．4　電線の引出し
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MODELPTED 3．設 置 3－3

3．4　配　　　線

△注意

P↑EDは，本体駆動電源として100／200VACまたは24VDCを

使用しています。

・機器の感電防止のため，必ず保護接地を行って下さい。（前

　面のアース端子）

・端子板カバーを外した場合，電源端子に接触しないように

　気をつけて下さい。

②　電源および接地用電線

　導体公称断面積：2．0㎡＊

　適合電線例：600Vビニル電線（IV）より線（JIS

　　　　　　　C3307）

　　　　　　　電気機器用ビニル絶縁電線（KIL）よ

　　　　　　　り線（JIS　C　3316）

来電源用電線は，計器の消費電流によって決める必要があ

　りますが，最小限導体公称断面積1．25㎡以上の電線を使

用してください。

ロ｝端子に配線する場合，配線端末は丸形圧着端子を

　ご使用ください（M4ねじ用圧着端子使用）。

◎
湊
爾

3．6　配

△重要

，
管

清浄で乾燥した空気を供給して下さい。供給空気圧は、仕様

で規定された圧力範囲として下さい。

　コネクションアセンブリに，空気洩れのないよう配

管してください。接手には，PT1／8（Rcl／8）おねじ

をご使用ください。空気供給システムについては，

次のIM　2AOA1を参照してください。
図3．6　圧着端子

②　内器がラック・ケースに収納されている場合には，

　端子カバーを手前に引き起し，配線してください。

（3）各端子への配線は，巻末GS　2NlB2の端子の結

　線を参照して接続してください。

｛4）基準接点ブロックは，端子5のねじを使用し確実

　に取付けてください。

⑤　配線終了後は，必ず端子力づ一をしてください。

3．5　配線用電線および端末処理．

　扇島用電線には，可擁性にすぐれているより線を使

用し，端末は接触性が良く経年変化が少ない圧着端子

を使用してください（ラック計器側はすべてM4ねじ

用圧着端子を使用）。以下に使用目的ごとの電線を明示

します。

（1｝信号配線用電線

　導体公称断面積：0．5～0．75㎡

　適合電線例：器具用ビ三ル。コード（VSF）より線

　　　　　　　（JIS　C　3306）

　　　　　　　耐熱ビニル絶縁電線（UL　1007）

出力接続口

／

供給空気圧接続口

へ　ノ
u↑

，据　　／・

PT1／8（Rc1／8）おねヒ

萄

幽門

図3フ　配　　管
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空気供給システム

1．概 要

　空気式工業計器は，現在では最も保守に手がかからず信頼性の高い工業計

器システムの一つとして広く使用されています。しかし，このような特長も

空気式計器の特性を充分に掌握した適切な使用条件が整えられて始めて充分

に発揮されるわけです。

　この使用条件の一つに空気供給システムがあります。空気式計器は，清浄

な乾燥空気を必要としますので，コンプレッサ以降にアフタクーラ，フィル

タ，エアドライヤ等を取付け，水，油，その他の汚れが計器に入らないよう

にします。また使用端においても以下のような点に注意してください。

2．使用端の空気供給システム

〔1〕　パネル取付計器用の例

空気供給導管　　　　　圧力ゲージ　　　　　　　　　　　　　　　減圧弁

ﾕ断弁

一㊤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

@　　　　　、＠。　　　　　層・

←
∂　　　　Oo。　鮎

＿6e
’

一一@　一
　　　　　　　下り勾配　　　　　　　　　　．

@　　　享0㎜／m（1／100）以上
@　　　　　　　　　　　空気供給主管　　　3方コックレン拝出弁

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブイルタ

一一沂給�C

　　　　　　　　　　　　　　　図1

　取付連数が多い場合は，図1のように2個の減圧弁

を並列に使用することを推奨します。乖列配置にして

おくと，減圧弁の1個が一時的に詰っても，計器に障

害を与えません。図1のように3方コックを使用する

と，いずれか片方の空気供給システムを保守の際に分

離できます。また通常は両方の空気供給システムを並

空彙供給システムの例（パネル取付計器用）

列に’使用して動作できます。計器への供給空気は，清

浄な乾燥空気にするため，：水抜きやフィルタをつけた

り，配管に勾配（1／100以上）を設けるなどの配慮をし

ます。
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〔2〕現場取付計器の例

　図2は，現場取付計器（個々に独立して取付けられ

ている計器）に対する使用端の空気供給システ・ムを示

したものです。

　フィルタと減圧弁は，空気供給導管の計器に一番近

い個所にしっかり取付けてください（計器にフィルタ，

減圧弁等が付加している場合は，必要ありません）。

　また，空気供給システム全体を遮断せずに，個々の

計器の取りはずしができるよう，空気供給導管に遮断

弁を設けることを推奨します。

空気供給導管

空気供給主管

計器へ

水抜き

減圧弁

フィルタ

供給空気

遮断弁

図2　空気供給システムの例（現場取付計器用）

〔3〕　構　　　成

◇　供給空気

　　清浄な乾燥空気を必要とします。アフタクーラ，

　フィルタ，エアドライヤ等により：水，油，その他の

　汚れを取り除いてください。

◇　空気供給主管（エァヘッダ）

　　一連の計器に空気を供給する主管は，管内に入っ

　た湿気や油を排出できるように少なくとも10㎜／m

　（1／100）の勾配を設けます。

◇　空気供給導管

　　計器に接続する導管は，湿気を防ぐため主管の上

　部から取ワ出します。止むを得ない場合でも主管側

　部から取り出し，邑決して底部からは取り出さないで

　ください。

　　空気供給導管には，個々の計器の取りはずしがで

　きるように遮断弁を設けることを推奨します。

◇　フィルタ

　　フィルタは，メインの空気供給システムで取りき

　れなかった湿気，油，その他の汚れを取り除くもの

　です。通常は毎日一度．底部にあるコックを開き湿

　気，油，その他の汚れを排出します。湿気，油等が

　多い場合には，ドレン抜きの回数も増やしてくださ

　い。

　以上に述べました方法，装置等は一例ですので

他にもいろいろの方法，装置等があります。プロ

セスに合った方法，装置等を使用して清浄な乾燥

空気を計器に供給してください。

July　1977



MODEL　PTED

4．動作原理

4．1　mV　DC入力形

　mV　DC入力信号は，入力アンプA1にて増幅され

た後，電圧ノ電流変換部および電流ノ空気圧変換部を

経て出力空気圧に変換されます。電圧ノ電流変換部に

ついては，4．4項の原理と同じです。電流ノ空気圧変換

部については，4．5項を参照してください。

4．2　熱電体入力形

　熱電線からの熱起電力は，端子部のトランジスタ温

度センサおよび，基準接点補償回路により接点温度の

補償をされ入力アンプA1に入ります。　A　1からなる

回路部において，入力は，増幅されるとともにリニア

ライズされます。リニアライズされた信号は，後段の

電圧／電流変換部および，電流／空気圧変換部を経て，

出力空気圧に変換されます。なお，リニアラィザには，

多項式近似方式を採用し，高精度で安定した特性を実

現しています。電圧／電流変換部については，4．4項

の原理と同じです。電流／空気圧変換部については，4．5

項を参照してください。

4．3　測温抵抗体入力形

　測温抵抗体に電流Itを流し，発生した電圧を入力ア

ンプA1で増幅し，さらに後段の電圧／電流変換部・

電流／空気圧変換部により出力空気圧に変換します。

測温抵抗体に流す電流Itは，測定温度によりその値が

増減され，リニアライズ機能を果します。電圧／電流

変換部については，4．4項の原理と同じです。電流／

空気圧変換部については4．5項を参照してください。

4．動作原理 4－1

e
十

O
｝

Al

十

V！1 1！P

出力

空気圧

V／1：電圧／電流変換部

1／P：電流／空気圧変換部

図4．1PTED　mV入力変換器機能ブロック図

　0十

o

Tr

h
K
J
ハ
し

りニアライザ

5 w1 1！P

出力

空気圧

Tr：トランジスタ温度センサ

RJC：基準接点補償回路

V／1：電圧／電流変換部

1／P：電流／空気圧変換部

図4．2　PTED熱電対入力変換器機能ブロック図

Bo
BO

↓

・呪

創
ノ
　
十

V／1 1／P

V／1：電圧／電流変換部

1／P：電流／空気圧変換部

出力
空気圧

図4．3　PTED測温抵抗体入力変換器機能ブロック図

iM2MB2－01



4－2 MODELPTED

4．4　1～5VDC入力形

入力電圧信号は，入力アンプA2およびトランジス

タQ1からなる回路部により，電流信号に変換されま

す。この電流信号は，次段の電流／空気圧変換部によ．

り出力空気圧に変換されます。電流／空気圧変換部は，

次項で説明します。

45　電／空変換部

O
】
十

＋A2

』V

0
ご

Ol

レP
出力

空気圧

1／P：電流／空気圧変換部

図4．4　PTED　1・～5VDC入力変換器機能ブロック図

　フォースモータに入力電流が加わると，可動コイル

に上向きの力が発生します。そうすると，フレクシャ

を支点として，ノズルとフラッパの間隔が狭まりノズ

ル背圧が上昇します。この圧力は，ニューマティック

アンプリファイヤにより増幅され，出力空気圧に変換

されると同時に，ベローにフィードバックされ，フレ

クシャを支点として，ラォースモータの力と平衡しま

す。

ゼロ調整スプリング　　支点内蔵ベロー

　　　　　　　フラッパ

Jウンタウェイト　　　　Zス：ル

@　　　　　　　　　　　バラ・ンスレバー
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力電流

　　レ

[

固定紋り　　　＼

｝
供給空気圧 ノズルタンク

　コンペン
@セータ　　　　　フォース

}グネットモータ

ﾂ動コイル

@　　　→@　　出力空気圧

@アンプリファイヤニューマティック

図4．5　電／空変換部機能ブロック図
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MODEしPTED 5、操 作 5－1

5．操 作

　本器は取付け，配線・配管が終了すれば，電源・空

気源を加えるだけで本運転に入ります。本税は操作を

必要とする個所はありませんが，本運転に入る前に，

あらかじめ5．2項の点検，確認を行なってください。

5．1　各部の名称

空気配管接続口

内器固定ねじ

タグ・プレート

ゼロ調整ねじ

ズパン調整ねじ

ネーム・プレート

基準接点ブロウク
（Type　Bを除く熱電対入力形
のみ付きます）

ラック・ケース

入力端子板

　

＼ミ

　＼！o 　　1
1＠＠

q　　“

端子カバー兼

内器引出し取手

接地形電源プラグ

図5．1　各部の名称

lM2MB2－01



5－2 MODELPTEiD

5．2　運転前の確認事項‘

　本運転に入る前に，以下に示す項目の点検，確認を

行なってください。

（1｝電源プラグをコンセントから引抜き，計器前面の

　内器固定ネジをゆるめたうえ，（Type　Bを除く熱電

　対入力の場合は，RJCの固定ねじもゆるめます。）

　ラック・ケースから由器を引出し・内器の後部にあ

　るヒューズ・ホルダに規定の電源ヒューズが確実に

　取付けられていることを確認してください。

｛2｝内器レンジ・カード上のバーンアウト動作切換ス

　イッチが，ご希望の動作にセットされているかご確

　旧ください。誤ってセットされている場合にほ，必

　要とする動作にセットしなおしてください（図5．2

　参照）。

　　1～5VDC入力形にはバーンアウト機能はあり

　ません。

③　内器をラック・ケースに収納するときに，内器と

　ケースを接続する配線および配管コネクタが確実に

　接続されるよう，計器前面の内器固定ねじを締めて

　ください。

｛4）接地形電源プラグがコンセントに確実に取付けら

　れていることを確認してください。

⑤　端子板への外部配線が，正しく確実に行なわれて

　いることを確認してください。

　（熱電対入力の場合，基準接点ブロックをネジで取付

　け固定します。ただしType　Bの熱電対を使用する

　場合は基準接点ブロックは不要のためついておりま

　せん。）

⑥コネクションアセンブリへの外部配管が，正しく

　確実に行なわれていることを確認してください。

バーンアウト

　　なし

ON
目目

1　2

アップスケール

（1をONにする）

ON
目目

1　2

ダウンスケール
（2をONにする）

ON
目目

1　　2

、
⑱

斜
ノ

　　／＼／

O　　o

の

　　の　　（D

㊥

霧

‘

‘

o．

図5．2　バーンアウトの動作の設定

lM　2N，B2－01 Nov．竃983



MODELPTED 6．保 守 6－1

a　保 守

　定期保守の一環として，年1回位の割合で目盛試験

を行なうことを推奨します。また，次のようなときは，

必ず校正を行なってください。

（1）本器がお手もとに届いたとき。

②　ニュー・マティック　アンプリファイヤを組み立

　て直したとき。

（3｝ニューマティック　アンプリファイヤを交換した

　とき。

（4｝プリント板を交換したとき。

　ここでは，計器室あるいはサービス・ショップで行

なう簡単な校正方法，部品の交換について解説します。

ております。したがって入力端子を短絡した状態（温

度一規準熱起電力表では検出端が0℃に相当）では，

出力は室温の値（端子温度の値）になります。校正の

場合これをさし引いた入力を加える必要がありますが，

本器の1－3端子を使うとこの手続きが不要です。そ

の校正方法を図6．3に示します。0℃の基準温度をつ

くって校正する方法も一般的に用いられますので図6．4

に示します。

Type　Bの熱電対を倖面する場合には，基準接点ブロ

ックは不要のためついておりません。なお校正時の接

続を図6．4に示します。

6．1　試験器具

　本題の保守を行なうために，以下の当社製保守用機

器または相当品を，あらかじめ用意して：おくと便利で

す。

●　電圧電流発生器　2554形……………………1台

　　（mV　DCおよび熱電対入力の機種に必要）

●　6ダイヤル可変抵抗器　2793－01形………1台

　　（測温抵抗体入力の機種に必要）

●　ディジタルマノメータ　2β55－32形…………1台

●　冷接点補償器，T－MJ形…………・・……・…1台

　　（必要時のみ）

6．2　温度電圧変換器の入力規準表

　本証は，1981年に改定されたJISの熱起電力表お

よび抵抗比類を基に調整されています。

　計器を調整するときの入力信号は，熱電対入力Q場

合はJISC1602－1981を，白金測温抵抗体入力の場

合はJISC1604－1981をそれぞれ参照してください。

6．3　基準接点温度補償

　熱電温度変換器（PTED－2形）の入力端子部分は

通常室温なので，等価的に0℃になるように回路を構

成しています。本器では端子部のトランジスタ温度セ

ンサおよび補償回路により基準接点温度補償を行なつ

6．4　校正および調整

に｝レンジ・カード上の，バーンァゥト動作切換スイ

　ッチが通常の使用状態と同じにセットされることを

　確認します（1～5VDC入力形以外の場合）。

（2）図6．1～図6．4のように各機器を接続し，電源を

　投入します。この状態でウォーム・アップしてくだ

　さい。

　本質安全防爆構造の計器として使用する場合の注

意：

　BARD－200，　BARD－300と組み合せ使用する

熱電対入力形および測温抵抗体入力形の校正および

調整は，BARDと組み合せた状態で行なってくださ

い。これは，BARDの内部抵抗を補償するためです。

　　a。mV　DC入力測温抵抗体入力および1～5V

　　　DC入力の校正の場合は，5分程度ウォーム・

　　　アップします。

　　b．熱電対入力の校正で，1－3端子を使用する

　　　場合は，5分程度ウォーム・アップします。

　　c．熱電対入力の校正で，冷接点補償器を使用す

　　　る場合は，基準接点ブロックを取付け，端子カ

　　　バーをして，15分程度ウォーム・アップします。

　　　また，校正中に端子カバーを開けないようにし

　　　てください（端子部の等温性の確保のため）。

　Type　Bの熱電対を使用する場合には，基準接点ブ

ロックは不要のためついておりません。なお，校正時

の接続を図6．4に示します。

lM2NIB2－01



6－2 MODELPTED

（3）入力レンジの0％に相当する入力を加えます。こ

　のときの出力をディジタルマノメータで読み，20±

　0．4kPaの範囲内にあることを確認します。

　　誤差が大きい場合は，出力が20kPaになるよう

　に，計器前面のゼロ点調整ねじを回します。

｛4｝入力レンジの100％に相当する入力を加えます。

　この時の出力をディジタルマノメータで読み，100±

　0．4kPaの範囲内にあることを確認します。

　　誤差が大きい場合は，出力が100kPaになるよう

　に，計器前面のスパン調整ねじを回します。

⑤　ゼロ点調整，スパン調整は相互に影響し合います

　ので，｛3｝，（4順を繰返し行ない規定の値になるよう

　にしてください。

（6〕さらに必要ならば，25％，50％，75％相当の入力．

　を加え，．各点における出力誤差が必要とする精度内

　に入っていることを確認してください。

OU丁oSUP
ディジタルマノメータ

供給空気

P40±10kPa

標準電圧発生器

　　　④
@1③⑤Il　　O⑥

P

図6．1　mV　DC　　　　　　　　　入力変換器の校正
　　　1～5VDC

爾　供給空気
ディジタルマノメータ

140±10k

r：実配線のリード線

@抵抗相当　　　　　　　　　　　BARD－300

@　　　　　　　　　　組み合せの場合

O
o「　　　　r一一塵「　　　　　　　　　A 　④
P3⑤6ダイヤル可変抵抗器 lA1

，c・
　B　31L＿＿＿」

図6。2　測温抵抗体入力変換器の枝正

賑『　供給空気
ディジタルマノメータ

140±10kPa

BARD－200
ﾆ組み合せの場合
@　「一一一r　　　r　　　　　　　　　十

O
o

標準電圧発生器
　A　ll　　　　　l 1 ⑤

B　2
L＿＿＿」

＿　　くフ

@　　　　　　　基準接点

r：実配線のリード線抵抗相当

図6．3　熱電対入力変換器の校正（1－3端子を使用の場合）
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MODEL　PTED 6．保 守 6－3

ディジタルマノメータ

BARD－200
と組み合わせの場合
　i　r一一一「
　　　　　　11　Al　l

　B　2

銅線

標準電圧発生器

　　　　　　　　L＿＿＿」

r：実配線のリード線抵抗相当

OUT（）SUP

熱電対素線

または補償導線

十

O

o

1　⑤

一　十　　　　　÷　一

納E’「ER　　　COUPしE

冷接点補憤器

供給空気

140±10kPa

　　
一　　　　　　　　基準接点ブ白ック

Type　Bの熱電対使用の場合，基準接点ブロックは

付いておりません。また，冷接点補償器は不要です。．

図6．4　熱電対入力変換器の校正（冷接点補償器を使用の場合）

6．5・絞りの清掃

　オーバホール時に絞りの清掃を行なってください。

に｝ニューマティック　アンプリファイや取付ねじ2

　本をゆるめ，ニューマティックアンプリ　ファイヤ

　を外します。

｛2｝マニホールドに埋込まれている絞りを，ラジオペ

　ンチで取出します。

③　直径0．13皿のワイヤを絞りに通して清掃します。

雁

〆
〆
／

　　　、
1　＼

、一

目

τ」「　

o

o
口

②

口

図6．5絞りの取出し

、
．
亀
（

”り

戴

＼　こミ

、

・ここ．

図6．6　絞りの清掃
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6－4 MODELPTED

6．6　部品交換

●ヒューズの交換

　ヒューズが断線した場合，断線の原因を考慮のうえ，

以下にしたがって交換してください。なお，故障の原

因がヒューズである場合，ヒューズホルダが汚れ，接

触不良を起している場合がありますので確認してくだ

さい。

推奨交換周期：約3年

ロ）ヒューズは，図6．7の方向に強く引くと外れます。

②　交換するヒューズの定格を確認してから取付けて

　ください。

注：ヒューズは製品専用のヒューズ（S9510VK）を使用してく

　ださい。他の製品からの転用はしないでください。

　
　
㎎

　
　
1
0

　
A
9
5

　
q
s

　
格
号

ズ
　
番

一
　
品

ユ
定
部

ピ
ー

図6．7　ヒューズの交換
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80Aニューマティックアンプリファイヤ（部品番号：F9138YA）

動作説明

　入力圧（ノズル背圧）は，ダイヤフラムを加圧し，

ダイヤフラムと一体になったバルブステムを動かし

ます。バルブステムとボールは，それぞれ，ボディ

とのすきまにより弁を構成しており，バルブステム

（テーパ部）側の排気弁とボール側の給気弁とがあ

り，その中間から出力が取り出されます。入力圧が

増加すると，パルプステムは，ボールを押し下げる

ため，供給空気圧が給気弁を通りニューマティック

ァンプリファイヤの内部に入ってきます。また，同

時にバルブステム移動により排気弁が閉じる方向に

向うため，出力は増加します。反対に入力圧が減少

すると，バルブステムとボールは，板バネによって

押しもどされ，給気弁は閉じる方向に，排気弁は開

く方向に向うので，出力は減少します。このように，

微量の入力圧の変化によって給・排気弁の開度が変

わり，出力圧はそれに伴い増減します。

入力

供給空気

力
気
出
三

板バネ固定ネジ

動作点調整ネジ

図1動作説明図

イアフラム

板バネ

排気弁

バルブステム

供給弁

ニューマティックアンプリファイヤの清掃

①カバー取付ネジ
．②　　カバー

③　　ガスケット

④　　ダイヤフラム

⑤　　ボディ

⑥　　ボール

⑦　　板バネ

⑧板バネ固定ネジ

　　　　　　　　　　lo
　　　2

3

4

図280A分解図

5

　ニューマティックアンプリファイヤの清掃が必要

な場合には，まずニューマティックアンプリファイ

ヤを計器より取り外し，カバー取付ネジ2本と板バ

ネ固定ネジを緩めニュー」マティックアンプリファイ

ヤを分解します。分解された個々の部品は揮発油で

洗浄し，圧搾空気で乾燥させます。ニューマティッ

クアンプリファイヤを組み立てる場合は，各戸位置

を合わせ，分解のとき緩めたネジを締め付けます。

注 意

　　　　　　　　　　　　　　　　㌃

　ニューマティックアンプリファイヤを分解

した場合は，必ず次項に述べるニューマティ

ックアンプリファイヤの調整を行なってくだ

さい。また，ニューマティックアンプリファ

イヤの調整後は，計器本体のゼロ調整・スパ

ン調整を行なってください。

lM2AOA1－05
1981．7．1発行



2

ニューマティックアンプリファイヤの調整

　ニューマティックアンプリファイヤの調整には調整

治具が必要です。治具は当社へご注文ください。

（調整治具：6971形キャリブレーションツール）

5

6

3

2
可

4

箱隷’／

㊥

国

・
4
／

　　　　治　具　前　面

①レンチ

②供給空気接続口

③ノズル

④エアーチェックバルブ

⑤ノズル背圧ゲージ

0

7

9

箇（亀

1

4

8

＼
2

　　　治具裏面

⑥出力圧ゲージ

⑦ニュ▽マティックアンプリファイや取付スタッド

⑧ノブ

⑨盲プラグ

図36971形キャりブレーションツール

（1｝80Aニューマティックアンプリファイヤの治貝

　への取付け

　　ニューマティ；ンクアンプリファイヤの裏側の，板

　バネ固定ネジが左側になるようにして，蝶ナットで

　締め付け，治具に固定します。（取付方向を違えると

　調整できませんので，注意してください。）

②　空気圧の供給

　　供給空気接続口②に140kPaの空気圧を接続しま

　す。

（3）ステムの自動センタリング

　a．ノズル背圧が供給空気圧（140kPa）になるよ

　　う，ノズル③を指でふさぎ，ノズルの指示が，

　　100kPaを超えることを確認し，数秒間保持し

　　ます。

　b．ノズル背圧が、OkPaとなるように，ノズ

　　ル③から指を離し，エアチ弔ックバルブを指

　　で押えノズル背圧を逃がします。

　c．a項とb項とを数回繰り返します。

〔4｝ノズル背圧調整

　　ノズル③をスパナで回し，ノズル背圧ゲージ⑤の

　指示を見ながら，ノズル背圧を増加方向で，25kPa

　になるように調整します。

（5）出力圧の確認

　出力圧を出力圧ゲージ⑥にて読み取ります。出力

圧が，55～60kPaの範囲内にであれば，供給圧を

（2）項と同様にしてOkPaと140kPaの状態を1サイク

ル与えます。次に（4順’の条件で再度，出力圧が55

　～60kPaの範囲内であることを確認し，範囲内に

　あれば調整は終了します。もし範囲内に入らない

　場合は，（6順の出力圧の調整を行ないます。

（6｝出力圧の調整

　a．供給空気圧を止めます。

　b．・盲プラグ（9｝を取り外します。（3／16インチの

　　六角棒スパナを使用）

　c．盲プラグを取り外した穴から，マイナスドライ

　　バーを差し込み，ニューマティックアンプリファ

　　イヤの動作点調整ネジを回します。（出力圧が小

　　さいときは，ねじを左回転，大きいときは右回転

　　させます）

　d．盲プラグ⑨を取り付けます。

　6．出力圧確認のため，再び②項より繰返します。

　注．　上記に述べた盲プラグの穴から出力圧を調整

　　　する方法以外に，ニューマティックアンプリフ

　　　ァイヤを治具に固定している蝶ネジを緩め，ニ

　　　ューマティックアンプリファイヤを外して動作

　　　点を調整することもできます。

lM　2AOA1－05
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Base　Assembly
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Manual

PTED／TB
電源接続端子形（付加仕様）

1．概 要

　電源接続を端子にで配線する仕様をご要求された場

合（オプション・コード：ノTB）は，電源端子への配線

作業が必要となります。また，内器を引き出す場合，

電源の供給を断ち，電源配線をはずしてから引き出さ

なければなりません。

2．各部の名称および電源端子記号

電源ヒューズ

電源端子カバー

F

9

げ
r

9

信号カバ「

O
⊥
警
履

ロ
団u
爾

0

端子記号 記　　　　　　事

Ll

k2

〉
電
源
（
A
C
あ
る
い
は
D
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
性
な
し
）
接
地

3．電源および接地配線

（1）記線はM4ねじ用丸形圧着端子を使用ください。

〔2｝適合線材例

　導体公称断面積：2．0皿皿2＊

適合電線例：600Vビニル電線（IV）より線（JISC

　　　　　　　3307）

　　　　　　電気機器用ビニル絶縁電線（KIV）より

　　　　　　線　（JIS　C3316）

　＊電源用電線は，計器の消費電流によって決める必

　　要がありまずが，最小限導体公称断面積1．25mm2

　　以上の電線を使用してください。

（3）電源および接地配線は信号配線終了後行ないます。

　　（信号配線を実施する場合，内器を半分ほど引き

　　出して行なってください。電源端子をはずさない

　　でください。）

｛4｝電源および接地配線終了後は，電源端子カバーを

　　必ず取りつけてください。

YOKOi　GA】MA◇
横河電機株式会社
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POWER　SUPPLY　TERMINALS
for　Model　PTED｛Option）
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E9720FT
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A1179EF

E9713CV
Y9306JB
G9325EM

1
1
1
1
1

－
n
∠
－

Power　SupPly　Unit
Cover
Bracket

Terminal　Assembly
　Fuse　ll　A｝

Cover

Pan　H．Screw，　M3　x　6

Label臼A｝

「

YOKOGAM凶A◇ ◎Copyright　1984．2nd　Edition：Sep．1999｛YG｝
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⊂ωΦ−ωζgDコ⊆里　　　　　　　　　　　≦…筆三男■四coOτ→而O∋＜・益獣＼二言』田旧藩舗＝≦沁Z一匝沁80一＜σ天00≧5◇蘇圓酬画蕪禦憐恥洋＝≦沁≡切身90姦安全に使用するための注意事項■本書に対する注意　　　　　　（1）本書は，最終ユーザーまでお届けいただきますようお願いいたします。また，　　　　　　　　本書は大切に保管していただきますようお願いいたします。　　　　　　（2）本製品の操作は，本書をよく読んで理解したのちに行ってください。　　　　　　（3）本書は，本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり，お客様の特定目的　　　　　　　　に適合することを保証するものではありません。　　　　　　（4）本書の内容の一部または全部を無断で転載，複製することは固くお断りいたし　　　　　　　　ます。　　　　　　（5）本書の内容については，将来予告なしに変更することがあります。　　　　　　（6）本書の内容については万全を期して作成しておりますが，もしご不審な点や誤　　　　　　　　り，記載もれなどお気付きのことがありましたら，お買い求めの販売店または　　　　　　　　当社営業までご連絡ください。■本製品の保護・安全および改造に関する注意　　　　　H（1）本製品および本製品で制御するシステムの保護・安全のため，本書の安全に関　　　　　　　　する指示事項にしたがって本製品をご使用ください。なお，これらの指示事項　　　　　　　　に反する扱いをされた場合，当社は安全性を保証いたしません。　　　　　　（2）本製品の部品や消耗品を交換する場合は，必ず当社の指定品を使用してくださ　　　　　　　　い。　　　　　　（3）本製品を改造することは固くお断りいたします。　　　　　　（4）本製品の逆コンパイル，逆アセンブルなど（リバースエンジニアリング）を行う　　　　　　　　ことは，固くお断りします。　　　　　　（5）本製品は，当社の事前の承認なしにその全部または一部を譲渡，交換，転貸な　　　　　　　　どによって第三者に使用させることは，固くお断りいたします。■本嚢品の免責について　　　　　　（1）当社は，保証条項に定める場合を除き本製品に関していかなる保証も行いませ　　　　　　　　ん。　　　　　　（2）本製品の使用によりお心様または第三者が損害を被った場合，あるいは当社の　　　　　　　　予測できない本製品の欠陥などのため，お客様または第三者が被った損害およ　　　　　　　　びいかなる間接的損害に対しても当社は責任を負いかねますのでご了承くださ　　　　　　　　い。2004。05．01・OOMODELPTED目次目次1．聖扱いを始める前に…・……・………・…………・……・・………・…・……・……1−1　1．1　形名と仕様の確認…………・…・…・・……・…………・……・・…………・……1−1　ユ．2．運搬についての注意…・…・…………・……・………・………・……・・……・…1−1　1．3　保管についての注意・…一…・…一・………・………」・一・……………・…1−2　1．4　設置についての注意・………………・・……・一・・一…・……・・…・…・・…・…1−2．　1．5　トランシーバ使用についての注意・…・……………・…………・……・・……1−22．概　要・……………・…・…………・……・・………・………・・………………2−1　2．1　標準仕様…・・………・…・・…一……・……・………・………・……………・・2−2　2．2　形名および仕様戸一ド……・…………・・……………・・…・・…・……………・2−2　2．3付属品……………・……………・…・・…・・…・……………ざ・…∴………2−2a設　　二一・一…・…一・……一……一・…………L・∴…一…一……3−1　3．1．ラック取付計器の構成・・………………・…………・・……・……ニ…………・・3−1　3響2　ラックの構造・……∵…・……・・……・…∵……・・…・……………………・…・3−1　3．3取’付け…………・・………∴・………………………………・………・・…・3−23．4産　線……………・…………・・……・……………7・…・………一……3−3　3．5　配線用電線および端末処理…………・一……・・………………・・……………3−3　3．6配　管………・…・……………………………………一∴・……………3−3　　　　空気供給システムー・…………………・・一………・………………　IM　2AOA14．動作原理……・…・………・…一…………・…・…・・………………………・…4−1　4．1　皿VDC入力形・・一……・………・……………・…・・………………∴…一…4−1　4．2　熱電対入力形・一・………・・…・……………・…・・……………………………4−1　4．3　測温抵抗体入力形…・・……………・・……………・……………・・一…・……4−1　44　1〜5VDC入力形…一…………一…・…………・……・・……………・・…・…4−2　4．5　電／空変換部・・……一・…・…・………・……・…・………………・……・…・…4−2丘操　作…………∴……・……………………………・…・…・………………5−1　5．1　各部の名称．…・……………・・……・・一……・…………………”…’．……’…5−1　5．2　運転前の確認事項・……・…………・・………………・……………・一…・・……5−26．　保　　　　　守・・∴…・……・・・…………・・……………・……・…・・……・・…・・………一6−1　6．1　試験器具・…・………一………………・………・…・……・一・……………6−1　6．2　温度電圧変換器の入力規準表………………・………・……………・………6−1　6．3　基準接点温度補償…・・……………・……・………一・…………・……・・……6−1　6．4　校正および調整・……………・・…・……………・・…………・………………・・6−1　6．5　絞りの清掃…一…………・・……・・…………・・…・…・……・・…・・…………・・6−3　6．6　部品交換・∵一………・・……………………………・…・……………・……6−4　　　　．80Aニューマティックアンプリファイヤ……………・一・……IM　2AOA1−05parts　Ust　．．1．．．．．．．。9．．。．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．6．．．PL2NlB2｛11電源接続端子形（付加仕様／TB）・……一……＝………………・・………IM　2NlB2−11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL2NIB2−11＠CopyrighU　981．9重h　Edition＝May　2004（KP）lM2MB2−01MODELPTED1．取扱いを始める前に1−11．取扱いを始める前に　本器は工場において充分な検査をされて出荷されております。本器がお手元へ届きましたら，外観チェックを行い，損傷の無いことをご確認ください。また標準付属品として予備ヒューズが添付されているので，ご確認ください。　本項では取扱いに当って必要な注意事項を記載してありますので，取扱いに先だち本項をよく読んでください。本項記載以外の事項については関係する項目をご参照ください。1．1　形名と仕様の確認計器前面に貼付されたネーム・プレートに形名および仕様コードが記載されています。巻末の一般仕様書（General　Specifications）の形名および仕様コードとこの形名コード，仕様コードを照合させて，製品がご注文の仕様どおりであることをご確認ください。　お問い合せ事項が生じましたら，お買い求め先または当社営業所へご連絡ください。1．2　運搬についての注意　運搬中の事故による損傷を防ぐため以下の事項を守ってください。｛1｝外装等に指定された方向に荷積してください。�A輸送中の振動・衝撃ができるだけ少なくなるよう　荷積方法に配慮し，衝撃時の荷重で包装を破損しな　いようにしてください。（3｝当社が行なった包装を開梱した後，再び包装して　輸送する場合は，当社が行なった包装状態と同等の　包装を行なってください。（4〕風雨・直射日光の当たるのを防止するため，荷積　後シート等でカバーしてください。�求@なるべく当社から出荷したときの包装状態で，設　置場所まで運んでください。TC　CONVER’TER●・　　PTED一210一80−138VAC　47−63Hz^20−130VDCYOKOGAWA◆Made　i・K。・ea諏酋。口図1．1　ネーム・プレート（熱電対入力の例）IM2NIB2−011−2MODEL　PTED1．3　保管についての注意　本器が，お手もとへ届いてから設置までの期間が長い場合，思いがけぬことから，絶縁劣化や腐食等が生じることが考えられます。あらかじめ，長期間の保管が予想される場合は，以下の項目にご注意ください。（1）屋内保管とし，直射日光の当らない，腐食性ガス　のない，できるだけ振動・衝撃のない場所に保管し　てください。�A　当社が行なった包装状態にて保管される場合は，　外装等に指定された方向に置いて保管してください。（3｝当社が行なった包装を開梱した後，再び包装して　保管する場合は，当社が行なった包装状態と同等の』包装を行なってください。�求@開梱して長期間保管する場合は，使用時と同一の　姿勢で置き，製品に塵埃などがかからないようにビ　ニ』ノレ等にてカバーし，通風の良い場所に保管して　ください。1．4　設置についての注意　本塩を，長期間安定に使用するため，および，保守を容易に行なうため，下記の事項を考慮して設置場所を決めてください。ω　本器は，屋内ラック取付け用として設計されてお　りますので，屋外，水滴の落ちる場所，腐食性雰囲　気のある場所への設置は避けてください。勿●●●●●OQその他機械的振動衝撃の少ない場所温度変化のなるべく少ない場所。湿度の低い場所。高い輻射熱を直接受けない場所。日常点検等のできるスペースのある場所。配線や配管作業をしゃすい場所。設置場所に，保守点検用照明，測定器用電源コンセント，中央制御室との連絡用有線電話ジャックなどの設備を設置しておくと便利です。望．5　トランシーバ使用についての注意　本器は，高周波／イズに対し充分な考慮と対策をしておりますが，トランシーバを本器および，その配線近くで使用する場合は，高周波ノイズによる影響が考えられます。このため，トランシーバの使用にあたっては，トランシーバを本器より数メートルの距離より除々に近づけながら，本器使用のループへのトランシーバの影響を調査し，問題の発生しない距離でトランシーバを使用してください。1M2MB2−01Nov．1983MODELPTED2．概要2−12．概要　PTED変換器は，　mV　DC入力，熱電対入力，測温抵抗体入力あるいは，　1〜5VDC入力を，20〜100kPaの空気圧出力信号に変換します。温度測定の場合は，リニアライザを内蔵しています。バーンアウト機能は，1〜5VDC入力を除く機種に標準装備しています。1「、�RU�RO口，i図2．1　外　　観July　19811M2NIB2−012−22．1　標準仕様入力仕様mV　DC熱電対入力測温抵抗体1〜5VDC入力JIS，　IEC，入力入力ANSI，BS3線式入力信号形：規格Pt100Ωat態および規Type　K，　T，0℃（JIS）格J，E，　B，　R規定電流：S2mA．（注1）最小スパン3mV3mV10℃一最大スパ「ン100mV62mV．500℃一測定スパン測定スパンの3倍以内の3倍以内スパンのエレベーまたは土50または±255倍以内一ション�qVのいずれ由Vのいずれか小さい値か小さい値測定範囲一50〜{150mV標準レンジ@　　（注2）\参照一200〜@500℃1〜5V入力抵抗1MΩ1MΩ一1MΩ入力スパン入力外部500Ω以下　　　（注3）T00Ω以下（℃）×0．4Ω抵抗最大10Ωノ1線（注3）注1．BA豆D安全保持器と組合せる場合，最小ズパンは30℃　　　です。注2．Type　Bの測定範囲は600〜1700℃です。注3．BARD安全保持器と組合せる場合，　BARDの内部抵　　　抗の外に外部抵抗として接続できる抵抗値です。出力仕様出力信号：空気圧20ん100kpa校正：熱電対・測温抵抗体入力の場合は，リニ．　　　　　　　アライザ付バーンアウト；機能：スイッチにより，アップ。ダウン　　　　　　　　　　．・無を選択（バーンアウト機能は，1〜5VDC入力には適応できません）取付・形状取付方式：屋内設置のラックに取付接続方式：　　供給圧・出力接続口：PT1／8（Rc1／8）めねじ　　入力信号接続：M4ねじ端子接続IM2NIB2・01MODELPTED　　電源・接地接続；100V仕様；接地形2極差込プラ　　　　　　　グ接続（』SC　830315A，125Vプラグ）　　　　　　　220V仕様；CEE？V旺プラグ接続　　　　　　ケーブル長300�o質　　　量：2．5�s消費電力直流電源の場合：24VDC　86mA交流電源の場合：100VAC　6．6　VA　　　　　　　　　220VAC9．5VA空気消費量：10NZ／min以下正常動作条件周囲温度：0〜50℃周囲湿度：5〜90％RH（結露しないこと）電源電圧：直流交流両甫　　直流駆動：100V仕様三20〜130V　　　　　　　　220V仕様；120〜340V　　　　　　　　　極性なし．　　交流駆動dOOV仕様；80〜138V　　　　　　　　　220V仕様；138〜264V　　　　　　　　47〜63Hz供袷空気圧＝140±10kPa許容傾斜角度：前後・左右とも15。以内a2　形名および仕様：コードー覧形名基本イ1：様補　助スタ記事コ　一　ドコードイルPτED層　．　■　凸　9　曾　●．　，　■　▼　r　，唖　■　，　・　曾　幽　凸　・　・　．顧　　，　，　，　響　9　■mV・撮度ノ空気圧変換器一1……・，■，・．，，．．，■　．　，　・　■　．　■　辱mVDC入力入力一2……■●暫−「■9・，■．．．・．．■9熟電対入力信号一3・、……■曾■■・r「■測温抵抗体入力二5一…，，，．9．■，■，■，o■．r1〜5VDC’入力入力数ヨ　・…，　▽　e　’　e　「7・　「　，‘・■，F．「．1入力（絶対値測定）r■■●辱，．．，■常に00　・甲■9・，曜一MV十・…一11一TK・・■顧，．Type　K（！HJISCA）一丁丁・・■　o　o　■　畠　■　暫　7Type　T（IFI　JIS　CC）補助コード一TJ・・齟嘯d・・．　．　・　■　●　響　．　「Co●，響．，．Type　J’sype　E（旧JiS　IC）i旧JIS　CRC）一TB・・．　■　「　r　■　．　．　「Type　B一τR一■　，　o　■　「　陰■　噛Type　R一TS・・層　，　孕　，　・　，　‘　■Type　S．■■●「，．「¶一PA・・　　　JIS　pUOOΩ　　　　　1一SV・層・．．■■，［1−5VDCスタイルコード＊AスタイルA付加仕様コード（指定が必須）ノCAL．P助信号20−100kPa付加仕様コード／A2ER220V電源2．3．付　属　品ヒューズ包1A，1個注；本ヒューズ（S9510VK）は製品専用のヒューズです。　　他の製品への転用はしないでください。March　1984MODELPTED3．設　　　置3−13．　設置31　ラック取付計器の構成　本四は，内器とラック・ケースが分離可能な2体構造となっています。内器とラック・ケースは，配線・配管ともにコネクタにて接続され，計器の外部配線・配管をした状態で内器の着脱ができます。　端子板カバーは，内器の引出し用取手として使用できます。　計器を取付けるアングル鋼材には，ある程度の強度が必要です。下図の例では，一般的に使用されている幅40m×40m，厚さ5皿のアングルを使用しています。　なお，配線用電源の煩雑さ防止と安全のために，合成樹脂製の配線ダクトを通して接続します。　本器の電源および，接地の接続は，プラグ接続方式になっています。（プラグは，接地形2極差込プラグ，JISC8303，15A125V使用）したがって，このプラグに適合するコンセントを設置してください。a2　ラックの構造　本器を複数台使用し，密着取付けする場合のラック構造を図3．1に示します。本器の外形寸法は巻末の一般仕様書（GS　2NlB2）の外形寸法図を参照してください。単位：mm取付ねじ穴50505050M5×0．8　　　　　唄@　　　　　　　　遜　　　　　　　　　ゆ25cq　一「@1O　　　　O　　　　O一一u一hIil　i　l　■　l　I　墓　8　9　1一「一PIIlI31且IIllよ一T−P畳111題IlIl塵旦19｝　　アングル　　　　。G　　（40・40・5）　　三巳1■o雲oeq�p。。。ﾛ2．」。。o。唄蚕篭ラック支柱　　配線ダクト図3．1　ラックの構造lM2NIB2−013−2MODELPTED●ダクト別置式ミ．　　　　　o§q　　　　　　　　§。多連コンセント●ダクト直結式　　o　　　　◎　、　　　　　、o　　　　　　　壽。多慾コンセント　　G1図3．2　コンセント・ユニットの取付例33取付け　ラック・ケースの申に，内器が入った状態でも取付け配線・配管はできますが，あらかじめ内器を取り出しておいた方が作業が容易です。U｝空気配管接続口が上側になるようにケースをラッ　クに差し込みます。ケースの上下2個の取付け穴を　ラックの取付ねじ穴に合わせ，取付ねじ（M5xO．8）　でケースを固定します。図3．3　ラック・ケースの取付け�A　電線は，下側配線ダクトの中を通して引出します。　端子への配線は，3．3項配線を参照してください。餐、島　到9グ・、　　も娩　◎　　　　　　◎繊、図3．4　電線の引出しlM2NIB2・01MODELPTED3．設置3−33．4　配　　　線△注意P↑EDは，本体駆動電源として100／200VACまたは24VDCを使用しています。・機器の感電防止のため，必ず保護接地を行って下さい。（前　面のアース端子）・端子板カバーを外した場合，電源端子に接触しないように　気をつけて下さい。�A　電源および接地用電線　導体公称断面積：2．0�u＊　適合電線例：600Vビニル電線（IV）より線（JIS　　　　　　　C3307）　　　　　　　電気機器用ビニル絶縁電線（KIL）よ　　　　　　　り線（JIS　C　3316）来電源用電線は，計器の消費電流によって決める必要があ　りますが，最小限導体公称断面積1．25�u以上の電線を使用してください。ロ｝端子に配線する場合，配線端末は丸形圧着端子を　ご使用ください（M4ねじ用圧着端子使用）。◎湊爾3．6　配△重要，管清浄で乾燥した空気を供給して下さい。供給空気圧は、仕様で規定された圧力範囲として下さい。　コネクションアセンブリに，空気洩れのないよう配管してください。接手には，PT1／8（Rcl／8）おねじをご使用ください。空気供給システムについては，次のIM　2AOA1を参照してください。図3．6　圧着端子�A　内器がラック・ケースに収納されている場合には，　端子カバーを手前に引き起し，配線してください。（3）各端子への配線は，巻末GS　2NlB2の端子の結　線を参照して接続してください。｛4）基準接点ブロックは，端子5のねじを使用し確実　に取付けてください。�D　配線終了後は，必ず端子力づ一をしてください。3．5　配線用電線および端末処理．　扇島用電線には，可擁性にすぐれているより線を使用し，端末は接触性が良く経年変化が少ない圧着端子を使用してください（ラック計器側はすべてM4ねじ用圧着端子を使用）。以下に使用目的ごとの電線を明示します。（1｝信号配線用電線　導体公称断面積：0．5〜0．75�u　適合電線例：器具用ビ三ル。コード（VSF）より線　　　　　　　（JIS　C　3306）　　　　　　　耐熱ビニル絶縁電線（UL　1007）出力接続口／供給空気圧接続口へ　ノu↑，据　　／・PT1／8（Rc1／8）おねヒ萄幽門図3フ　配　　管July　19811M2M82−01lM　2AOAl　　Page　1空気供給システム1．概要　空気式工業計器は，現在では最も保守に手がかからず信頼性の高い工業計器システムの一つとして広く使用されています。しかし，このような特長も空気式計器の特性を充分に掌握した適切な使用条件が整えられて始めて充分に発揮されるわけです。　この使用条件の一つに空気供給システムがあります。空気式計器は，清浄な乾燥空気を必要としますので，コンプレッサ以降にアフタクーラ，フィルタ，エアドライヤ等を取付け，水，油，その他の汚れが計器に入らないようにします。また使用端においても以下のような点に注意してください。2．使用端の空気供給システム〔1〕　パネル取付計器用の例空気供給導管　　　　　圧力ゲージ　　　　　　　　　　　　　　　減圧弁ﾕ断弁一��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o@　　　　　、＠。　　　　　層・←∂　　　　Oo。　鮎＿6e’一一@　一　　　　　　　下り勾配　　　　　　　　　　．@　　　享0�o／m（1／100）以上@　　　　　　　　　　　空気供給主管　　　3方コックレン拝出弁@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブイルタ一一沂給�気　　　　　　　　　　　　　　　図1　取付連数が多い場合は，図1のように2個の減圧弁を並列に使用することを推奨します。乖列配置にしておくと，減圧弁の1個が一時的に詰っても，計器に障害を与えません。図1のように3方コックを使用すると，いずれか片方の空気供給システムを保守の際に分離できます。また通常は両方の空気供給システムを並空彙供給システムの例（パネル取付計器用）列に’使用して動作できます。計器への供給空気は，清浄な乾燥空気にするため，：水抜きやフィルタをつけたり，配管に勾配（1／100以上）を設けるなどの配慮をします。lM　2AgAlPage　2〔2〕現場取付計器の例　図2は，現場取付計器（個々に独立して取付けられている計器）に対する使用端の空気供給システ・ムを示したものです。　フィルタと減圧弁は，空気供給導管の計器に一番近い個所にしっかり取付けてください（計器にフィルタ，減圧弁等が付加している場合は，必要ありません）。　また，空気供給システム全体を遮断せずに，個々の計器の取りはずしができるよう，空気供給導管に遮断弁を設けることを推奨します。空気供給導管空気供給主管計器へ水抜き減圧弁フィルタ供給空気遮断弁図2　空気供給システムの例（現場取付計器用）〔3〕　構　　　成◇　供給空気　　清浄な乾燥空気を必要とします。アフタクーラ，　フィルタ，エアドライヤ等により：水，油，その他の　汚れを取り除いてください。◇　空気供給主管（エァヘッダ）　　一連の計器に空気を供給する主管は，管内に入っ　た湿気や油を排出できるように少なくとも10�o／m　（1／100）の勾配を設けます。◇　空気供給導管　　計器に接続する導管は，湿気を防ぐため主管の上　部から取ワ出します。止むを得ない場合でも主管側　部から取り出し，邑決して底部からは取り出さないで　ください。　　空気供給導管には，個々の計器の取りはずしがで　きるように遮断弁を設けることを推奨します。◇　フィルタ　　フィルタは，メインの空気供給システムで取りき　れなかった湿気，油，その他の汚れを取り除くもの　です。通常は毎日一度．底部にあるコックを開き湿　気，油，その他の汚れを排出します。湿気，油等が　多い場合には，ドレン抜きの回数も増やしてくださ　い。　以上に述べました方法，装置等は一例ですので他にもいろいろの方法，装置等があります。プロセスに合った方法，装置等を使用して清浄な乾燥空気を計器に供給してください。July　1977MODEL　PTED4．動作原理4．1　mV　DC入力形　mV　DC入力信号は，入力アンプA1にて増幅された後，電圧ノ電流変換部および電流ノ空気圧変換部を経て出力空気圧に変換されます。電圧ノ電流変換部については，4．4項の原理と同じです。電流ノ空気圧変換部については，4．5項を参照してください。4．2　熱電体入力形　熱電線からの熱起電力は，端子部のトランジスタ温度センサおよび，基準接点補償回路により接点温度の補償をされ入力アンプA1に入ります。　A　1からなる回路部において，入力は，増幅されるとともにリニアライズされます。リニアライズされた信号は，後段の電圧／電流変換部および，電流／空気圧変換部を経て，出力空気圧に変換されます。なお，リニアラィザには，多項式近似方式を採用し，高精度で安定した特性を実現しています。電圧／電流変換部については，4．4項の原理と同じです。電流／空気圧変換部については，4．5項を参照してください。4．3　測温抵抗体入力形　測温抵抗体に電流Itを流し，発生した電圧を入力アンプA1で増幅し，さらに後段の電圧／電流変換部・電流／空気圧変換部により出力空気圧に変換します。測温抵抗体に流す電流Itは，測定温度によりその値が増減され，リニアライズ機能を果します。電圧／電流変換部については，4．4項の原理と同じです。電流／空気圧変換部については4．5項を参照してください。4．動作原理4−1e十O｝Al十V！11！P出力空気圧V／1：電圧／電流変換部1／P：電流／空気圧変換部図4．1PTED　mV入力変換器機能ブロック図　0十oTrhKJハしりニアライザ5w11！P出力空気圧Tr：トランジスタ温度センサRJC：基準接点補償回路V／1：電圧／電流変換部1／P：電流／空気圧変換部図4．2　PTED熱電対入力変換器機能ブロック図BoBO↓・呪創ノ　十V／11／PV／1：電圧／電流変換部1／P：電流／空気圧変換部出力空気圧図4．3　PTED測温抵抗体入力変換器機能ブロック図iM2MB2−014−2MODELPTED4．4　1〜5VDC入力形入力電圧信号は，入力アンプA2およびトランジスタQ1からなる回路部により，電流信号に変換されます。この電流信号は，次段の電流／空気圧変換部によ．り出力空気圧に変換されます。電流／空気圧変換部は，次項で説明します。45　電／空変換部O】十＋A2』V0ごOlレP出力空気圧1／P：電流／空気圧変換部図4．4　PTED　1・〜5VDC入力変換器機能ブロック図　フォースモータに入力電流が加わると，可動コイルに上向きの力が発生します。そうすると，フレクシャを支点として，ノズルとフラッパの間隔が狭まりノズル背圧が上昇します。この圧力は，ニューマティックアンプリファイヤにより増幅され，出力空気圧に変換されると同時に，ベローにフィードバックされ，フレクシャを支点として，ラォースモータの力と平衡します。ゼロ調整スプリング　　支点内蔵ベロー　　　　　　　フラッパJウンタウェイト　　　　Zス：ル@　　　　　　　　　　　バラ・ンスレバー@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力電流　　レ[固定紋り　　　＼｝供給空気圧ノズルタンク　コンペン@セータ　　　　　フォース}グネットモータﾂ動コイル@　　　→@　　出力空気圧@アンプリファイヤニューマティック図4．5　電／空変換部機能ブロック図lM2MB2−01July　1981MODEしPTED5、操作5−15．操作　本器は取付け，配線・配管が終了すれば，電源・空気源を加えるだけで本運転に入ります。本税は操作を必要とする個所はありませんが，本運転に入る前に，あらかじめ5．2項の点検，確認を行なってください。5．1　各部の名称空気配管接続口内器固定ねじタグ・プレートゼロ調整ねじズパン調整ねじネーム・プレート基準接点ブロウク（Type　Bを除く熱電対入力形のみ付きます）ラック・ケース入力端子板　＼ミ　＼！o　　11＠＠q　　“端子カバー兼内器引出し取手接地形電源プラグ図5．1　各部の名称lM2MB2−015−2MODELPTEiD5．2　運転前の確認事項‘　本運転に入る前に，以下に示す項目の点検，確認を行なってください。（1｝電源プラグをコンセントから引抜き，計器前面の　内器固定ネジをゆるめたうえ，（Type　Bを除く熱電　対入力の場合は，RJCの固定ねじもゆるめます。）　ラック・ケースから由器を引出し・内器の後部にあ　るヒューズ・ホルダに規定の電源ヒューズが確実に　取付けられていることを確認してください。｛2｝内器レンジ・カード上のバーンアウト動作切換ス　イッチが，ご希望の動作にセットされているかご確　旧ください。誤ってセットされている場合にほ，必　要とする動作にセットしなおしてください（図5．2　参照）。　　1〜5VDC入力形にはバーンアウト機能はあり　ません。�B　内器をラック・ケースに収納するときに，内器と　ケースを接続する配線および配管コネクタが確実に　接続されるよう，計器前面の内器固定ねじを締めて　ください。｛4）接地形電源プラグがコンセントに確実に取付けら　れていることを確認してください。�D　端子板への外部配線が，正しく確実に行なわれて　いることを確認してください。　（熱電対入力の場合，基準接点ブロックをネジで取付　け固定します。ただしType　Bの熱電対を使用する　場合は基準接点ブロックは不要のためついておりま　せん。）�Eコネクションアセンブリへの外部配管が，正しく　確実に行なわれていることを確認してください。バーンアウト　　なしON目目1　2アップスケール（1をONにする）ON目目1　2ダウンスケール（2をONにする）ON目目1　　2、�Q斜ノ　　／＼／O　　oの　　の　　（D��霧‘‘o．図5．2　バーンアウトの動作の設定lM　2N，B2−01Nov．竃983MODELPTED6．保守6−1a　保守　定期保守の一環として，年1回位の割合で目盛試験を行なうことを推奨します。また，次のようなときは，必ず校正を行なってください。（1）本器がお手もとに届いたとき。�A　ニュー・マティック　アンプリファイヤを組み立　て直したとき。（3｝ニューマティック　アンプリファイヤを交換した　とき。（4｝プリント板を交換したとき。　ここでは，計器室あるいはサービス・ショップで行なう簡単な校正方法，部品の交換について解説します。ております。したがって入力端子を短絡した状態（温度一規準熱起電力表では検出端が0℃に相当）では，出力は室温の値（端子温度の値）になります。校正の場合これをさし引いた入力を加える必要がありますが，本器の1−3端子を使うとこの手続きが不要です。その校正方法を図6．3に示します。0℃の基準温度をつくって校正する方法も一般的に用いられますので図6．4に示します。Type　Bの熱電対を倖面する場合には，基準接点ブロックは不要のためついておりません。なお校正時の接続を図6．4に示します。6．1　試験器具　本題の保守を行なうために，以下の当社製保守用機器または相当品を，あらかじめ用意して：おくと便利です。●　電圧電流発生器　2554形……………………1台　　（mV　DCおよび熱電対入力の機種に必要）●　6ダイヤル可変抵抗器　2793−01形………1台　　（測温抵抗体入力の機種に必要）●　ディジタルマノメータ　2β55−32形…………1台●　冷接点補償器，T−MJ形…………・・……・…1台　　（必要時のみ）6．2　温度電圧変換器の入力規準表　本証は，1981年に改定されたJISの熱起電力表および抵抗比類を基に調整されています。　計器を調整するときの入力信号は，熱電対入力Q場合はJISC1602−1981を，白金測温抵抗体入力の場合はJISC1604−1981をそれぞれ参照してください。6．3　基準接点温度補償　熱電温度変換器（PTED−2形）の入力端子部分は通常室温なので，等価的に0℃になるように回路を構成しています。本器では端子部のトランジスタ温度センサおよび補償回路により基準接点温度補償を行なつ6．4　校正および調整に｝レンジ・カード上の，バーンァゥト動作切換スイ　ッチが通常の使用状態と同じにセットされることを　確認します（1〜5VDC入力形以外の場合）。（2）図6．1〜図6．4のように各機器を接続し，電源を　投入します。この状態でウォーム・アップしてくだ　さい。　本質安全防爆構造の計器として使用する場合の注意：　BARD−200，　BARD−300と組み合せ使用する熱電対入力形および測温抵抗体入力形の校正および調整は，BARDと組み合せた状態で行なってください。これは，BARDの内部抵抗を補償するためです。　　a。mV　DC入力測温抵抗体入力および1〜5V　　　DC入力の校正の場合は，5分程度ウォーム・　　　アップします。　　b．熱電対入力の校正で，1−3端子を使用する　　　場合は，5分程度ウォーム・アップします。　　c．熱電対入力の校正で，冷接点補償器を使用す　　　る場合は，基準接点ブロックを取付け，端子カ　　　バーをして，15分程度ウォーム・アップします。　　　また，校正中に端子カバーを開けないようにし　　　てください（端子部の等温性の確保のため）。　Type　Bの熱電対を使用する場合には，基準接点ブロックは不要のためついておりません。なお，校正時の接続を図6．4に示します。lM2NIB2−016−2MODELPTED（3）入力レンジの0％に相当する入力を加えます。こ　のときの出力をディジタルマノメータで読み，20±　0．4kPaの範囲内にあることを確認します。　　誤差が大きい場合は，出力が20kPaになるよう　に，計器前面のゼロ点調整ねじを回します。｛4｝入力レンジの100％に相当する入力を加えます。　この時の出力をディジタルマノメータで読み，100±　0．4kPaの範囲内にあることを確認します。　　誤差が大きい場合は，出力が100kPaになるよう　に，計器前面のスパン調整ねじを回します。�D　ゼロ点調整，スパン調整は相互に影響し合います　ので，｛3｝，（4順を繰返し行ない規定の値になるよう　にしてください。（6〕さらに必要ならば，25％，50％，75％相当の入力．　を加え，．各点における出力誤差が必要とする精度内　に入っていることを確認してください。OU丁oSUPディジタルマノメータ供給空気P40±10kPa標準電圧発生器　　　�C@1�B�DIl　　O�EP図6．1　mV　DC　　　　　　　　　入力変換器の校正　　　1〜5VDC爾　供給空気ディジタルマノメータ140±10kr：実配線のリード線@抵抗相当　　　　　　　　　　　BARD−300@　　　　　　　　　　組み合せの場合Oo「　　　　r一一塵「　　　　　　　　　A　�CP3�D6ダイヤル可変抵抗器lA1，c・　B　31L＿＿＿」図6。2　測温抵抗体入力変換器の枝正賑『　供給空気ディジタルマノメータ140±10kPaBARD−200ﾆ組み合せの場合@　「一一一r　　　r　　　　　　　　　十Oo標準電圧発生器　A　ll　　　　　l1�DB　2L＿＿＿」＿　　くフ@　　　　　　　基準接点r：実配線のリード線抵抗相当図6．3　熱電対入力変換器の校正（1−3端子を使用の場合）lM2NIB2−01MODEL　PTED6．保守6−3ディジタルマノメータBARD−200と組み合わせの場合　i　r一一一「　　　　　　11　Al　l　B　2銅線標準電圧発生器　　　　　　　　L＿＿＿」r：実配線のリード線抵抗相当OUT（）SUP熱電対素線または補償導線十Oo1　�D一　十　　　　　÷　一納E’「ER　　　COUPしE冷接点補憤器供給空気140±10kPa　　一　　　　　　　　基準接点ブ白ックType　Bの熱電対使用の場合，基準接点ブロックは付いておりません。また，冷接点補償器は不要です。．図6．4　熱電対入力変換器の校正（冷接点補償器を使用の場合）6．5・絞りの清掃　オーバホール時に絞りの清掃を行なってください。に｝ニューマティック　アンプリファイや取付ねじ2　本をゆるめ，ニューマティックアンプリ　ファイヤ　を外します。｛2｝マニホールドに埋込まれている絞りを，ラジオペ　ンチで取出します。�B　直径0．13皿のワイヤを絞りに通して清掃します。雁〆〆／　　　、1　＼、一目τ」「　oo口�A口図6．5絞りの取出し、．亀（”り戴＼　こミ、・ここ．図6．6　絞りの清掃lM2NIB2−016−4MODELPTED6．6　部品交換●ヒューズの交換　ヒューズが断線した場合，断線の原因を考慮のうえ，以下にしたがって交換してください。なお，故障の原因がヒューズである場合，ヒューズホルダが汚れ，接触不良を起している場合がありますので確認してください。推奨交換周期：約3年ロ）ヒューズは，図6．7の方向に強く引くと外れます。�A　交換するヒューズの定格を確認してから取付けて　ください。注：ヒューズは製品専用のヒューズ（S9510VK）を使用してく　ださい。他の製品からの転用はしないでください。　　�r　　10　A95　qs　格号ズ　番一　品ユ定部ピー図6．7　ヒューズの交換lM2MB2−01March　1984180Aニューマティックアンプリファイヤ（部品番号：F9138YA）動作説明　入力圧（ノズル背圧）は，ダイヤフラムを加圧し，ダイヤフラムと一体になったバルブステムを動かします。バルブステムとボールは，それぞれ，ボディとのすきまにより弁を構成しており，バルブステム（テーパ部）側の排気弁とボール側の給気弁とがあり，その中間から出力が取り出されます。入力圧が増加すると，パルプステムは，ボールを押し下げるため，供給空気圧が給気弁を通りニューマティックァンプリファイヤの内部に入ってきます。また，同時にバルブステム移動により排気弁が閉じる方向に向うため，出力は増加します。反対に入力圧が減少すると，バルブステムとボールは，板バネによって押しもどされ，給気弁は閉じる方向に，排気弁は開く方向に向うので，出力は減少します。このように，微量の入力圧の変化によって給・排気弁の開度が変わり，出力圧はそれに伴い増減します。入力供給空気力気出三板バネ固定ネジ動作点調整ネジ図1動作説明図イアフラム板バネ排気弁バルブステム供給弁ニューマティックアンプリファイヤの清掃�@カバー取付ネジ．�A　　カバー�B　　ガスケット�C　　ダイヤフラム�D　　ボディ�E　　ボール�F　　板バネ�G板バネ固定ネジ　　　　　　　　　　lo　　　234図280A分解図5　ニューマティックアンプリファイヤの清掃が必要な場合には，まずニューマティックアンプリファイヤを計器より取り外し，カバー取付ネジ2本と板バネ固定ネジを緩めニュー」マティックアンプリファイヤを分解します。分解された個々の部品は揮発油で洗浄し，圧搾空気で乾燥させます。ニューマティックアンプリファイヤを組み立てる場合は，各戸位置を合わせ，分解のとき緩めたネジを締め付けます。注意　　　　　　　　　　　　　　　　�e　ニューマティックアンプリファイヤを分解した場合は，必ず次項に述べるニューマティックアンプリファイヤの調整を行なってください。また，ニューマティックアンプリファイヤの調整後は，計器本体のゼロ調整・スパン調整を行なってください。lM2AOA1−051981．7．1発行2ニューマティックアンプリファイヤの調整　ニューマティックアンプリファイヤの調整には調整治具が必要です。治具は当社へご注文ください。（調整治具：6971形キャリブレーションツール）5632可4箱隷’／��国・4／　　　　治　具　前　面�@レンチ�A供給空気接続口�Bノズル�Cエアーチェックバルブ�Dノズル背圧ゲージ079箇（亀148＼2　　　治具裏面�E出力圧ゲージ�Fニュ▽マティックアンプリファイや取付スタッド�Gノブ�H盲プラグ図36971形キャりブレーションツール（1｝80Aニューマティックアンプリファイヤの治貝　への取付け　　ニューマティ；ンクアンプリファイヤの裏側の，板　バネ固定ネジが左側になるようにして，蝶ナットで　締め付け，治具に固定します。（取付方向を違えると　調整できませんので，注意してください。）�A　空気圧の供給　　供給空気接続口�Aに140kPaの空気圧を接続しま　す。（3）ステムの自動センタリング　a．ノズル背圧が供給空気圧（140kPa）になるよ　　う，ノズル�Bを指でふさぎ，ノズルの指示が，　　100kPaを超えることを確認し，数秒間保持し　　ます。　b．ノズル背圧が、OkPaとなるように，ノズ　　ル�Bから指を離し，エアチ弔ックバルブを指　　で押えノズル背圧を逃がします。　c．a項とb項とを数回繰り返します。〔4｝ノズル背圧調整　　ノズル�Bをスパナで回し，ノズル背圧ゲージ�Dの　指示を見ながら，ノズル背圧を増加方向で，25kPa　になるように調整します。（5）出力圧の確認　出力圧を出力圧ゲージ�Eにて読み取ります。出力圧が，55〜60kPaの範囲内にであれば，供給圧を（2）項と同様にしてOkPaと140kPaの状態を1サイクル与えます。次に（4順’の条件で再度，出力圧が55　〜60kPaの範囲内であることを確認し，範囲内に　あれば調整は終了します。もし範囲内に入らない　場合は，（6順の出力圧の調整を行ないます。（6｝出力圧の調整　a．供給空気圧を止めます。　b．・盲プラグ（9｝を取り外します。（3／16インチの　　六角棒スパナを使用）　c．盲プラグを取り外した穴から，マイナスドライ　　バーを差し込み，ニューマティックアンプリファ　　イヤの動作点調整ネジを回します。（出力圧が小　　さいときは，ねじを左回転，大きいときは右回転　　させます）　d．盲プラグ�Hを取り付けます。　6．出力圧確認のため，再び�A項より繰返します。　注．　上記に述べた盲プラグの穴から出力圧を調整　　　する方法以外に，ニューマティックアンプリフ　　　ァイヤを治具に固定している蝶ネジを緩め，ニ　　　ューマティックアンプリファイヤを外して動作　　　点を調整することもできます。lM　2AOA1−05醗艶・．羅懇−．．、．轟…欝轟　　．霧醗灘懇．Model　PTEDEMF一1　RTD−TO−PNEUMATIC　CONVERTER8510づ♂量．／r／ノ．2蕊　　1β＜2’’／o恥　　，！鍔／4／伊0¢　　　　，’∂　’　　部／常／＼8’・67鳴　　　／31tem　1　2　3　4567890　　　　1Part　No．　　＿⊆壁＿　　＿⊆⊇塾＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿E9720AEE9720AXE9720ALY9406LBE9720APE9720AQE9713ASE9713ATG9306ZCY9401WLY9422NP4菖116慮8−圃一162’1Comection・Assembiy　ScreenTerminal　Asser罰bly　B．H．Screw，　M4　x　6Case　Assembly｛items　5　through　gl　Bracket　Case　Plate　Assembly　Self舶pPing　Screw　Toothed　LockwasherTag　No．　Label｛blank｝YOKOGA〈A◇◎Copyright　1981．4th　Ed旋ion：Sep．1999｛YG｝PL　2NlB2−014　　ヤ　お　　　◎「，6　／へト藍−35．勧志91O・・fξ　　　o141516一一ニー一◎17　　　　　　奄　　　　　　��oこミ慰／18@19；i昌332陰陰Apr．19842　のミ　　　　タ園／−　　�`／／　あ　　1820：30侮PL　2NlB2鱒01Sep．19991temPart．mo．一ΦﾅOΣ　　　　QtyOF吟Ω山ト」1　　　　11　11221　11111　11241　11　11　111111　11　　　121　　　1　11　11221　↑1111　11241　11　11　111111　211　　　16年9窪山ヒ1　　　1　　1唱　11221　11111　11241　11　11　111111　31¶1　　18；06蓉崖1　　　　　111　11221　11111　11241．1　111　111111　311　1　118O，マΩ山」L1　　1　　　11　11221　11111　11241　11　11　111111　311　　　18Description1234567891011121314567891弓馴11101222322245678222290123233334533E9715τBE9715TCE9715TDE97¶5τAE9715BKE9715BME97158FE9715BBE9715YBE9715．YSS9510VKE9720CAY9525JBY9500SPF9138YACO100EME9720CLE9720CMG9303NAE9720CEE9720DAG9303NEG9303NBY9306JBE9720CQE9713CAE9720BAE9720BHE9713EAE9713EBE9713EGE9713FSS9079PB．E9713CEE9720BCE9720BGT9008ZBY9422NPε9720BJG9320EYE9713GDY9306JBMain　CardMain　CardMain　Card．Main　CardRange　Card箒2Range　Card管2Range　Card菅2Range　Card聾2Power　SupPly　Unit｛fo肖00V　Verslon｝Power　SuPPIy．Unit　lfor　220V　Version｝　　Fuse＿1A　　　．　lConverter　Assembly　．　　．　　pan　H．Screw、　M5　x　25　　Spring　Washer　　　　冒　　Pneum6tic　Amplifier．80AGasketRestrictor　Assembly　　Re就rictor　Assembly　　O−RingBase　AssemblyConverter　Assembly　　O−Ring　　O−RingPan　H．Screw、　M3　x　6CoverCoverBracketBracketBracketBracket『Cable　Assembly｛for　100V　Version｝Cable　Assemりly　lfor　220V　VersionlBushingCoverConnector　AssemblyScrewStudTag　No．　Label｛blank｝Nameplate｛Data　plate｝BracketBushingLabeiPan　H．Screw，　M3　x　6NOte：曇1：TK，　TT，　TJ，TE，TR　or　TS　in［＝コ．葵2：When　ordering　Range　Card　specify：　　　■Measuring　range．　　　●IPTSお8　for　thermocouple　input　standard．　　　●Model　suffix　codes　and　serial　No．for　the　instrument　in　use．　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’63PL　2NIB2−01「lnst「uctionManualPTED／TB電源接続端子形（付加仕様）1．概要　電源接続を端子にで配線する仕様をご要求された場合（オプション・コード：ノTB）は，電源端子への配線作業が必要となります。また，内器を引き出す場合，電源の供給を断ち，電源配線をはずしてから引き出さなければなりません。2．各部の名称および電源端子記号電源ヒューズ電源端子カバーF9げr9信号カバ「O⊥警履ロ団u爾0端子記号記　　　　　　事Llk2〉電源（ACあるいはDq　　　　　　　　　　極性なし）接地3．電源および接地配線（1）記線はM4ねじ用丸形圧着端子を使用ください。〔2｝適合線材例　導体公称断面積：2．0皿皿2＊適合電線例：600Vビニル電線（IV）より線（JISC　　　　　　　3307）　　　　　　電気機器用ビニル絶縁電線（KIV）より　　　　　　線　（JIS　C3316）　＊電源用電線は，計器の消費電流によって決める必　　要がありまずが，最小限導体公称断面積1．25mm2　　以上の電線を使用してください。（3）電源および接地配線は信号配線終了後行ないます。　　（信号配線を実施する場合，内器を半分ほど引き　　出して行なってください。電源端子をはずさない　　でください。）｛4｝電源および接地配線終了後は，電源端子カバーを　　必ず取りつけてください。YOKOi　GA】MA◇横河電機株式会社◎C。py・ight　1984」・t　Editi。n・0・t。b・・、9841M　2MB2411TBPOWER　SUPPしY　TER、MINALSfor　Model　PTED《Option｝PTED3嶋＼76　鳥＼＼　／翅衡◎鯵。�A9’希／。夢塑蓮　，．・・　，，，’’”’’◎k　　　◎財、9量レ！腎’、’・　　　　　1　　〜／＼　’タ溢＼／　し2�p12345k678Part　No．　Qty　　DescrlptlonE9715YJE9720FSE9720FTE9713ETA1179EFE9713CVY9306JBG9325EM181■■哩81ーハ∠−Power　SupPly　UnitCoverBracketTerminal　Assembly　Fuse（1A｝CoverPan　H．Screw、　M3　x　6Label｛1　A》「YOKOG酬A◆◎Copyright　1984．2nd　Edition：Sep・1999（YG｝　　lted　in　JapanPL2NIB241YOKOGA】MA◇横河電機株式会社ネットウークソリューション事業部国内営業部0422−52・6765〒180・8750　東京都武蔵野市中町2・9−32中．部支社052−586・1681〒450・0003名古屋市中村区名釈南1・27・2‘霞本生命笹島ピル12階）関西支社06−6368−7130〒564・OO63　大阪府吹田市江坂町1・23−101（大同生命江坂ビル7階）中国支社082−541−4488〒730・0037広島市中区中町8・12．（広島グリーンピル8階）．九州支社092−272−1731〒812・0637　福岡市博多区御供所臨み2輩．‘大博通りビジネスセンター7階｝支　　　店北海道011−223・2821　北陸076−231−5301東北022−243−4441　岡山086−221．1411子．葉0436−61・6751　四国087−821・0646豊田0565・33−1611　北九州093−521・7234営　業　日新　　潟　　025■241−3511　　　，潤　　崎　　044−280−4161水戸029−306・2520　水島086・427・5181　境　　072−224−2515　　新居浜　0897・33−9374四日市　0593−52・4144　　沖　縄　098−862−2093鹿島0299−93唱801、

